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研修内容 

呼吸器カンファレンスに参加 
呼吸器科の患者ラウンド 
呼吸器科医師の外来診察の見学 
気管支鏡検査の見学 
呼吸器科医師と共に患者ラウンド 
振り返り・勉強会 

研修日の１日の流れ・内容 



カンファレンスへの参加 

□医師や薬剤師、理学療法士、ＭＳＷ、看護師などが 

 参加し、呼吸器疾患患者の治療方針や今後の方向性に 

 ついて話し合います。 

□意見や提案をし、チーム医療のキーパーソンとしての 

 役割を担います。 

□「医療」の視点だけでなく、 

 「生活」の視点をもち、基本的ニーズ 

 を考えます。 

 



ラウンドへの参加 

□実際にベッドサイドに行き、問診や視診、聴診などを 

 医師と一緒に行います。 

□看護の視点（看る）だけでなく、医師の視点（診る） 

 を学びます。 

□医師からその場で直接レクチャーを受けられるので、 

 知識・技術の向上につながります。 



呼吸器科医師の外来診察の見学 

□患者への診察場面を通し、問診・視診・聴診などから 

 臨床推論の実際を学びます。 

□また、患者への関わり方・接し方を学びます。 

□「身体状態・所見の判断」 

 「どのような看護を提供できるのか」 

 などを考えます。 



呼吸器科医師と共にラウンド 

□担当する呼吸器科医師の患者のベッドサイドに行き、 

 診察を通して人工呼吸器の設定の目的、今後の方向性 

 などについて話を聞きます。 

□人工呼吸器の設定の意義を自分なりにアセスメントし、 

 医師の助言をもらいます。 

□実測値や聴診などを通して、医師と 

 共に体位の調整や設定の変更有無 

 などについて話し合います。 

□必要時、病棟看護師に助言をします。 



振り返り・勉強会 

□一日の振り返りをし、医師から助言をもらいます。 

□人工呼吸器分野に必要な知識を習得するために、 

 医師から勉強会をしていただきます。 

 ・入院患者の病態理解 

 ・病態生理の基礎学習  など 
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前期研修での振り返り 

□特定行為実践による知識・技術の難しさ 

□看護師の視点を置いて 

□医師との連携 

□チーム医療のキーパーソンとしての役割 

□医療安全の確保 

□病棟看護師との関わり 

 



今後の活動 

□継続教育 

□看護のマインドを持ち続け、特定行為実践を行う 

□多職種と協働 

□医療安全を視野に入れた特定行為の実践 

□後輩の育成 

 



ご清聴 
ありがとうございました 


